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2広報にしあわくら　9月号

　

子
育
て
支
援
の
場
設
計
者
選
定
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
の
結
果
、
設
計
事
業
者
が
決

定
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
設
計
が
始

ま
り
ま
す
‼

【
審
査
結
果
】

・
最
優
秀　

一
級
建
築
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー
パ
イ
ロ
ッ
ツ

・
次　

点　

一
級
建
築
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

eAD
esign

【
審
査
会
の
審
査
体
制
】

・
委
員
長　

金
田　

豊
治

　
　
　
　
　
（
建
設
委
員
会
委
員
長
）

・
委　

員　

草
刈　

勇
一

　
　
　
　
　
（
建
設
委
員
会
副
委
員
長
）

・
委　

員　

山
下　

英
輔
（
副
村
長
）

・
委　

員　

関　

正
治
（
教
育
長
）

・
委　

員　

粟
屋　

聡

　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
長
）

　

設
計
事
業
者
の
選
定
は
一
般
公
募
式

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
い
ま
し
た
。

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」
と
は
、
企
画
・
提

案
と
い
う
意
味
で
、
競
争
入
札
方
式
が

「
費
用
」、
コ
ン
ペ
方
式
が
「
設
計
書
」

　

住
民
意
見
、
保
育
者
意
見
等
を
設
計

に
活
か
す
た
め
、
建
設
委
員
会
を
9
月

以
降
に
行
い
ま
す
。

【
建
設
委
員
会
】

・
委
員
長　
　

金
田　

豊
治

　
　
（
議
会
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
）

・
副
委
員
長　

草
刈　

勇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
会
議
長
）

・
委　

員　
　

笠
岡　

景
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幼
稚
園
教
諭
）

・
委　

員　
　

小
椋　

有
美

　
　
　
　
　
　
（
ぽ
ん
ぽ
こ
園
保
育
士
）

・
委　

員　
　

小
松　

美
由
紀

　
　
　
　
　
　
（
ぽ
ん
ぽ
こ
園
保
育
士
）

を
基
準
に
選
定
す
る
の
に
対
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
は
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
た
条
件
内
で
の
「
企
画
・
提
案
能

力
を
持
っ
た
設
計
者
」を
選
定
し
ま
す
。

　

審
査
は
２
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
７

月
22
日
の
一
次
審
査
（
書
面
審
査
）
で

は
14
の
提
案
書
か
ら
5
案
を
選
出
し
、

8
月
9
日
の
二
次
審
査
（
ヒ
ア
リ
ン
グ

審
査
）
で
は
5
案
の
中
か
ら
最
優
秀
と

次
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

※提案時のイメージです。
今後変更する場合があります。



3 広報にしあわくら　9月号

　これまで選挙時の投票所入場券は、各地区の区長・自治会長さんに配布をお願いしておりました。
　しかし、期日前投票を利用される方が増加する中、入場券を速やかに皆さんにお届けするため、以下のよ
うなはがきの様式に変更しました。
　次回、平成２８年１０月２３日執行（予定）の岡山県知事選挙から、有権者１人に１枚の投票所入場券
を直接はがきで郵送することになります。

※投票日当日に投票される場合は、裏面の期日前投票宣誓書への記入は不要です。
※選挙期間中、他の市区町村で「不在者投票」を行う方は、村選管へ申請してください。

○選挙に関する問合せ先
　西粟倉村役場　総務企画課内
　西粟倉村選挙管理委員会　０８６８－７９－２１１１

表 裏



4広報にしあわくら　9月号

Vol.41

　

タ
イ
ト
ル
に
漢
字
ば
か
り
が
並
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
日
、
国
際
的
な

森
林
認
証
『
日
本
森
林
管
理
協
議
会

（FSC

ジ
ャ
パ
ン
）』
か
ら
、
日
本
国
内

の
森
林
の
状
況
に
合
わ
せ
た
基
準
の
草

案
発
表
が
あ
り
、
そ
の
説
明
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

FSC

は
、『
森
林
管
理
協
議
会
』
の

こ
と
で
、
国
際
的
な
原
則
と
基
準
を
も

と
に
、
適
切
な
森
林
管
理
を
認
証
す
る

組
織
で
す
。
木
材
の
国
際
的
取
引
に
法

的
な
規
制
が
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
・
社
会
・
経
済
の
３
つ
の
立
場

か
ら
意
見
を
取
り
入
れ
、
世
界
で
最
も

厳
し
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
信
頼
性
の
高
い

森
林
管
理
基
準
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

西
粟
倉
村
の
森
林
は
、
平
成
十
八
年

か
ら
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
、
百
年
の
森
林
事
業
に
参
加
し
て
い

る
方
の
森
林
は
、
自
動
的
に
こ
のFSC

認
証
に
加
入
し
、
毎
年
、
審
査
機
関
に

よ
る
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
説
明
が
あ
っ
た
日
本
国
内
森
林

管
理
規
格
と
は
、
こ
れ
ま
で
外
国
を
基

準
に
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準
か
ら
、
よ

り
日
本
国
内
の
森
林
・
林
業
の
状
況
に

配
慮
し
た
規
格
の
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、民
族
の
権
利
で
い
え
ば
、

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
権
利
の
保
護

や
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し

て
林
業
従
事
者
の
安
全
を
確
保
を
す
る

た
め
、
一
定
の
放
射
線
量
の
下
で
の
労

働
環
境
を
確
保
す
る
よ
う
基
準
を
設
け

る
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
たFSC

で
は
、
種
の
保
存
を
目

的
と
し
て
、
一
定
の
割
合
を
保
護
林
と

し
て
確
保
す
る
、
ま
た
は
確
保
し
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
人
工
林
の
多
い
日

本
の
森
林
で
は
、
認
証
林
が
増
え
て
い

く
と
、
よ
り
多
く
の
保
護
林
が
必
要
と

な
る
た
め
、多
く
の
認
証
取
得
者
か
ら
、

そ
の
困
難
さ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
こ
う
し
た
意
見
を
集
め
な

が
ら
、
現
地
で
の
テ
ス
ト
を
行
い
、
再

度
公
聴
を
実
施
し
、
最
終
案
策
定
後
に

ド
イ
ツ
に
あ
るFSC

本
部
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

FSC

認
証
を
受
け
た
森
林
か
ら
生
産

さ
れ
た
木
材
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設

で
優
先
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
次
回
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
西
粟
倉
村
産
材
も
そ
う
し
た
場

で
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
、
認
証
取
得
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

得

かはる
方

ば
か
り
が
並



5 広報にしあわくら　9月号

森
林
と
林
業
に
か
か
わ
る

若
手
の
コ
ラ
ム

　（
株
）
木
の
里
工
房
木
薫

　
　
　
　

乾い
ぬ
い　

陽よ
う
じ
ろ
う

二
郞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
市
出
身
）

　
『
食
事
の
時
に
こ
れ
は
欠
か
せ
な

い
』、
と
い
う
方
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
の
名
も「
楊

枝
（
よ
う
じ
）」。
語
源
は
、
中
国
の
楊

枝
が
「
楊
柳
」
と
い
う
も
の
で
作
ら
れ

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
日
本
の
高
級

楊
枝
と
い
え
ば
、
ク
ロ
モ
ジ
製
で
す
。

　

楊
枝
の
一
番
古
い
も
の
は
、
10
万
年

　

私
は
西
粟
倉
村
に
移
住
し
て
今
年
で

２
年
目
に
な
り
ま
す
。
西
粟
倉
村
は
母

の
実
家
で
、
小
学
生
の
と
き
に
２
年
間

住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
後
も
、
実
家
が
あ
る
の
と
姉
が
こ

ち
ら
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
く

ち
ょ
く
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

香
川
県
で
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、

陸
上
競
技
が
好
き
だ
っ
た
の
で
陸
上
競

技
場
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
マ

ラ
ソ
ン
を
走
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
両
親
に
絵
を
学
ん
で
絵
描
き

の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
ず
、
冬
の
間
だ
け
木
薫

で
床
板
の
塗
装
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

前
の
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
使
っ
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
以
来
、
世
界
中
で
使

用
さ
れ
、
そ
の
材
料
も
、
木
だ
け
で
な

く
、
葦
、
羽
根
な
ど
さ
ま
ざ
ま
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
も
と
は
、
歯
木
（
は

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
木

工
の
ほ
う
で
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
、
木
薫
で
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
は
い
っ
て
も
、
木
工
の
こ
と
は

素
人
な
の
で
、
金
槌
や
ノ
コ
ギ
リ
ぐ
ら

い
は
使
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
イ
ン

パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
や
丸
ノ
コ
な
ど
も

触
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

今
は
テ
ー
ブ
ル
を
作
ら
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
少
し
づ
つ
出
来
る
こ
と
も
増
え

て
い
き
、
少
し
は
成
長
で
き
て
い
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
学
ん
で
行
く
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
づ
つ
進

ん
で
い
き
、
一
人
前
に
な
っ
て
行
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぎ
）
と
呼
ば
れ
、
木
の
枝
の
先
を
囓
っ

て
房
状
に
し
て
擦
っ
て
汚
れ
を
取
る
も

の
で
し
た
（
今
も
使
用
し
て
い
る
国
が

あ
り
ま
す
）。
そ
れ
が
中
国
に
伝
来
し
、

楊
枝
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
先
端
が
房

状
の
も
の
は
房
楊
枝
（
歯
ブ
ラ
シ
の
原

形
）、
鋭
く
し
た
も
の
を
爪
楊
枝
と
い

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
奈
良
時
代
に
仏
教
と
と

も
に
中
国
か
ら
伝
来
し
ま
し
た
。
ま
ず

使
用
し
た
の
は
、
僧
侶
や
公
家
で
、
一

般
に
普
及
し
た
の
は
江
戸
時
代
。
こ
の

頃
か
ら
、
楊
枝
を
料
理
に
使
う
と
い
う

工
夫
も
生
ま
れ
ま
す
。
明
治
時
代
以
降

は
、
歯
ブ
ラ
シ
の
文
化
も
普
及
し
て
、

楊
枝
の
活
躍
の
場
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
実
は
、
歯
の
健
康
意
識
が
高
い
北

欧
で
は
、
断
面
が
二
等
辺
三
角
形
に
な

っ
た
三
角
楊
枝
が
積
極
的
に
使
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

私
た
ち
も
木
の
利
用
と
歯
の
健
康
の

た
め
に
、
年
齢
問
わ
ず
、
楊
枝
を
ス
マ

ー
ト
に
使
い
こ
な
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
、
春
と
同
じ
く
ら
い
、

自
然
溢
れ
る
風
景
の
美
し
さ
が
際
立

つ
季
節
、
秋
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
お

祭
り
に
収
穫
に
、
楽
し
み
も
た
く
さ

ん
。
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
は
、

産
業
観
光
課　

２
７
９-

２
１
１
１

ま
で
ど
う
ぞ
。
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　８月１５日（月）、平成２８年度成人式をあわく
ら会館で開催し、新成人の門出を祝いました。今年
は１０名の方が成人を迎え、そのうち９名が出席し
ました。岡山県内ではお盆にあわせての実施は西粟
倉村だけのため、多くの報道機関が取材に訪れまし
た。
　式典前には、子ども時代の思い出の写真がスクリ
ーンに映され、村で生活した日々を思い出し、笑顔
がこぼれていました。
　式典では、「将来は学校の教師になりたい」「看護
師を目指して勉強を頑張っている」など成人者ひと
りひとりが近況を報告しました。
　青木村長から「西粟倉で培った個性や能力を社会
でどのように生かしていけるかを考え、発揮してほ
しい。また、様々な経験を経て西粟倉に戻り、その
経験を村で生かして欲しい」と祝福し、草刈村議会
議長からも祝辞をいただきました。
　新成人を代表して、河野拳人さんが記念品を受け
取り、白簱克佳さんが「私たちは大人としての自覚
を持ち、また西粟倉村出身者としての誇りを持って、
変化の激しい今の社会の中でも自分を忘れずに自身
の人生をきりひらいていきたい」と新成人として決
意しました。
　式典終了後、記念撮影を行ったあと、報道関係者
の取材にも大人への決意や将来、何らかの形で村に
貢献していきたいなどしっかりと答えている姿が印
象的でした。

成人おめでとう !!
成人を迎えられた方は、下記の方々です。
　　（大　茅）　田邊　甲斐
　　　　　　　金田　玲奈
　　（塩　谷）　新田　壮史
　　　　　　　矢代　喬之
　　（谷　口）　政久　秀美
　　（別　府）　石井　いぶき
　　（中土居）　神原　昌嗣
　　　　　　　河野　拳人
　　　　　　　白簱　克佳
　　（下土居）　河野　冴耶

▲新成人ひとりひとり近況を報告 ▲取材も堂々とした対応

▲取新成人としての決意が伝わってきました

県内で唯一お盆に開催県内で唯一お盆に開催

▲式典前の思い出写真は、小学生時代の写真も
上映されました。
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自分を伝え、みんなを知って、村を知る、村と自分の未来を考える

　　　　　成人式イベント　　　　　成人式イベントを今年度初開催 !!今年度初開催 !!
　成人式の式典後、会場をあわくらんど 2階に移
して成人式イベントを開催しました。
　このイベントは、久しぶりに会う旧友と西粟倉で
の思い出について楽しく語らい、これから先、村内
外のどこで生活をしても、「ふるさと西粟倉の変化
を知り、村のファンであって、村の応援をしてくれ
る人になってもらいたい」と願い企画したものです。
　村の現在や取り組み、変化を知ってもらうと同時
に、自分たちの未来についても考えることが出来れ
ばと下記の内容を実施しました。

①みんなの今を知る！ワークショップ①みんなの今を知る！ワークショップ
　　　　　　『新成人フリップでDON！』　　　　　　『新成人フリップでDON！』
　まず新成人に「西粟倉での一番の思い出は？」「西
粟倉のここが変わって欲しいな」「将来の夢は？」
などのいくつかの質問をフリップ形式で答えてもら
いました。また、恩師である土井彩子先生（現西粟
倉中学校）をスペシャルゲストとしてお越しいただ
き、学校生活での思い出話を話すと、みな終始笑い
が絶えず、相変わらず仲のいいクラスだと感じまし
た。
・西粟倉の思い出は？
「影石小にたんけんクラブで泊まったこと」「自然体
験」など西粟倉ならではの自然を活かした『たんけ
んクラブ』などが印象的であったようです。

②『西粟倉と自分の未来を考えるランチ会』②『西粟倉と自分の未来を考えるランチ会』
　ランチ会では、会食をしながら、「村の今」を知
る機会として、今西粟倉で頑張っている企業や個人
経営者にゲストとしてお越しいただき「村での取組」
や「仕事への思い」などをお話していただききまし
た。ゲストのみなさん、貴重なお話しをしていただ
きありがとうございました。
【ゲスト】
　( 有 ) 小松組　代表取締役　　小松隆人さん
　帽子ブランドUKIYO　　　　 山口千夏さん
　村楽エナジー ( 株 )　　　　　奥村さなえさん
　役場総務企画課　課長補佐　  榎原博文

　進学等で村から離れている新成人のみなさんです
が、今回のイベントで、西粟倉の現在を知ってもら
うことができたかと思います。同時に、このイベン
トが、夢や目標に向かってがんばっている

できる機会にな
っていればいいなと願います。

【恩師と中学校の思い出】【恩師と中学校の思い出】
・中学校の思い出は？「部
活」「修学旅行」「職場体
験学習」「閑谷研修」･･･
・土井先生の好きなとこ
ろは？「優しい」「笑顔」
「生徒おもい」･･･

・将来の夢やいつかやってみたいこ
とは？「フルマラソン」「ブラジル
に行く」「青年海外協力隊に行きた
い !!」････

▶西粟倉の間伐材を使った箸づく
りも体験 !!
　この後のランチ会にも使用し、
記念品として持ち帰りました。

▲会食も忘れ真剣に話を聞いていました。
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夏休み親子で楽しんだ学級Ｐ活動 !!夏休み親子で楽しんだ学級Ｐ活動 !!
　夏休みには、各学年それぞれ思い出に残る学級Ｐ活動を親子で学び、楽し
むことができました。
※１年生の学級 Pは 11月に行いますので後日掲載します。

　８月６日（土）に、宮崎薫先生を講師にお招きして陶芸
を行いました。一人一人が大皿づくりに挑戦し、個性あふ
れる模様を刻みました。お昼には親子で協力して焼きそば
を作り、かき氷とともにおいしくいただきました。

　８月７日（日）に東粟倉の日名倉養魚場で魚のつかみ取りとバーベキューを
楽しみました。つかんだ魚は自分たちでさばき、焼いて食べました。おなかが
いっぱいになった後はみんなで川遊びを楽しみました。夏でも川の水は冷たく、
全身びしょびしょになりながらも子どもたちの笑顔が光っていました。
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一般書
・『コンビニ人間』　　　　　　　　村田沙耶香／著
・『風を繍う』　　　　　　　　　あさのあつこ／著
児童書 
・『まだかなまだかな』　竹下文子／作 江頭路子／絵
・『うどん対ラーメン』　　　　　 田中六大／作・絵
・『七十二歳の卒業制作―学ぶこと、書くこと、生きること』
                                                          田村せい子／作
・『サバンナを生きる　ゾウのこども』
　　　　　　　　ガブリエラ・シュテープラー／作

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

ヨーヨーみたい !ヨーヨーみたい !

オリジナルうちわを作りうちわを使オリジナルうちわを作りうちわを使
った風船リレーも盛り上がりました。った風船リレーも盛り上がりました。

たくさんの子どもたちが参加してくれたくさんの子どもたちが参加してくれ
ました !!ました !!

▲「地域の方に将棋の
楽しさを教えてもらっ
たよ」
～よりみちイベントに
　　　　　　　　参加～

▲「マジックのおじさんが
げんきっこに登場 !!」

▼げんきっこ農園のとうもろこし
を収穫しておやつで食べました。

▶「地域の方と囲碁ボー
ルを楽しんだよ !!」
　～囲碁ボール大会に参加～

▲げんきっこ夏祭り▲げんきっこ夏祭り
　～自分たちで色々と企画して楽しみました～　～自分たちで色々と企画して楽しみました～

▼水遊び　▼水遊び　～暑い夏をプールや水遊び～暑い夏をプールや水遊び
で乗り切りました !! ～で乗り切りました !! ～
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　8 月 4 日 ( 木 )･5 日 ( 金 )、毎年恒例のたんけ
んクラブ・キャンプを開催しました。
　当日は、晴れて絶好のキャンプ日和。
　今回のキャンプには47人の子どもたちが参加。
川遊びやカレー作りを楽しみました。
　今年の川遊びは、大茅の沢を探険。大岩から飛

盛り上がったね！１泊２日キャンプ！盛り上がったね！１泊２日キャンプ！

　　7月 31日 ( 日 )、今回のたんけんクラブは、塩谷地
区のブルーベリー園・木村農園さんにおじゃまして、ブ

おいしい楽しい！だんだんベリー畑おいしい楽しい！だんだんベリー畑あわくらあわくら
たんけん

クラブ
たんけん

クラブ

ルーベリー狩りを体験しました。農園に着いたらさっそく摘み取りスタート！
子どもたちは熟したブルーベリーを探して、ひとつひとつ摘み取ります。口や
バケツに入れながら、たくさん取りました。
　そして、バケツいっぱいに集めたブルーベリーで、ジャム作りに挑戦！農園
主の木村さんに教えていただきながら、重さを量って、砂糖の量を決めて、弱火で混
ぜて、ちょっと味見して…とってもおいしいジャムができました！

　最後に子どもたち手作りのラベル
を貼って、世界でたった一つのジャ
ム瓶が完成！
　余ったジャムはホットケーキにつ
けておいしく頂きました。
　時々弱い雨が降りました
が、ホットケーキやブルーベ
リーをいっぱい食べて、元気
に過ごした夏の一日でした。

び込んだり、沢の奥まで探険したり、みんなで大いに楽しみました。
　晩ご飯は恒例のカレー作り！なれない包丁に苦労しながら、上手にカレーを作
りました。お母さんの普段の大変さがわかったんじゃないかな？
　夜にはナイトウォークをしました。ヒメボタルや満天の星空を見たり、鹿の声
や川の音を聞いたりと、西粟倉の自然を満喫しました。
　他にも、薪割りや魚のつかみ取り、夜食ピザなど…みんなと過ごしたキャンプは夏のすてきな思い出にな

りました。
　お手伝い頂いたボランティアのみなさ
ん、ご協力ありがとうございました！
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○薄暮から夜間の歩行者被害の事故が多発！
　夕暮れ時・夜間に、外出の際は反射材用品等を着用ください。ドラ
イバーの皆さまは､ 早め早めの点灯をお願いします。（点灯の基本は
上向きライトです。）
○岡山県は、「ウィンカーの合図出さない」で全国ワースト１位！
　右左折や進路変更等の際は、必ず合図をしましょう。
○「～ながらスマホ」はやめましょう！ 
　歩行中、スマートフォンを操作することは､ 周囲の状況が確認でき
ず危険です。また、自転車を含め、車両運転中のスマホ操作は、交通
違反となる、きわめて危険な行為です。絶対やめましょう。

　どなたでも参加いただける講
習会を開催します。交通法規や
運転知識は年々更新されます。
職場で、ご近所でお誘い合わせ
の上、ご参加下さい！
日時：9月 21 日 ( 水 )19 時～
場所：あわくら会館大ホール
駐車場：役場駐車場をご利用く
ださい。

平成２８年秋の交通安全県民運動

最重点目標：子どもと高齢者の交通事故防止

　９月２１日 ( 水 ) ～３０日 ( 金 ) までの１０日間、平成２８年秋の交通安全県民運動が県下一斉に展開
されます。また９月３０日 ( 金 ) は『交通事故死ゼロを目指す日』です。
　秋の行楽シーズン、ご家族やご友人と出かけることが多くなります。大切な人が悲惨な事故に遭わない
ようにするため、無理な運転はせず、早め早めに休憩を取るなど、安全な行動を心がけましょう！

【あわくら大学９月講座】
「運動講座」

日　時：９月１６日（金）　午前１０時～
会　場：大ホール
講　師：福井利勝（元大学教授）
　スポーツの秋、皆さん一緒に健康運動し
てみませんか？

８月講座８月講座

　８月１９日（金）あわくら会館大ホールで、サックス歌声講座を行い
ました。
　美咲町を拠点に講演活動をされているサックス奏者の高林ひろし先生
に講演いただき、サックスの音色にのせて「川の流れのように」「東京
五輪音頭」など昭和の懐かしい曲を歌いました。
　また、歌の前には曲のエピソードなどを聞け、「川の流れのように」
の川はニューヨークのイーストリバーだと知り驚きました。
　歌声とサックスの音色が溢れる講座となりました。

~昭和の懐かしい歌を 心にしみるサックスとともに♪~

▲名曲「男はつらいよ」では寅さん登場！
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おしえて ね んきん
①　日本に住む 20歳以上 60歳未満の方は、外国人の方を含めて国民年金に加入し、保険料を納める
　ことが法律で義務づけられています。
②　公的年金は社会全体で支えあう世代間扶養の仕組みで成り立っています。
③　公的年金には、老齢年金のほか、万が一の揚合に支給される障害年金や遺族年金もあります。
④　国民年金では、受け取る年金額の一部を国が負担しています。
⑤　公的年金で納めた保険料は、全額、社会保険料控除の対象になります。

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL：0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け
るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金
融機関または年金事務所へお申し出ください。

　農地中間管理機構では、農地を貸したい方・借
りたい方に向けた相談会を開催します。農業から
のリタイアを考えている方や、まとまった農地で

国民年金の加入者は次の３種類に区分され、加入の手続きは次のとおりとなっています。
①　第１号被保険者
　日本に住む 20歳以上 60歳未満の方で、次の第２号被保険者又は第３号被保険者に該当しない方。
　→第１号被保険者に該当する外国人の方は、市区町村役場で住民票作成を行った後、同じ市区町村役
　場の国民年金の窓口で加入手続きを行います。
　→日本国籍を取得した時や帰化した場合も手続きが必要です。
　→保険料は日本年金機構から送付される納付書により納めてください。
②　第２号被保険者
　会社や工場等にお勤めの方で、厚生年金保険等に加入している方。
　→加入手続きは、会社等の事業主が行いますので、ご本人の手続きは不要です。詳しいことは勤務先
　へお尋ねください。
　→保険料は給与から源泉控除され、事業主が納めます。
③　第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている 20歳以上 60歳未満の配偶者。（被扶養配偶者）
　→加入手続きは第２号被保険者である配偶者が勤めている会社等の事業主を経由して行うことになっ
　ています。詳しいことは配偶者の勤務先へお尋ねください。
　→保険料負担はありません。第２号被保険者全体で負担します。

効率的に農業をしたい方など、お気軽にご参加くだ
さい。
○日　時　9月 30日（金）　10時～ 1５時
○場　所　西粟倉村役場　2階　第 2会議室
○問合せ　中間管理機構美作支部（0868-23-1325）
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　昨年度から更新方法は、 となりました。

　郵送を希望されない方は、事前にご連絡ください。窓口にて更新いたします。

種類 有効期限 郵送時期  郵送を希望しない 場合の連絡期日

国民健康保険被保険者証　　薄紫色 9 月 30 日 9月下旬 9月 12 日

※今まで使われていた被保険者証は、窓口にお持ち
いただくか、各自で処分をお願いします。
※保険税が未納の場合は、郵送されないことがあり
ます。窓口までご連絡ください。

【連絡先・窓口】
いきいきふれあいセンター（役場保健福祉課）
国保係　279-7100

　臨時福祉給付金は、低所得の方々に、臨時的な給付措置として実施されるものです。
　障害・遺族年金受給者向け給付金は、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない
障害基礎年金や遺族基礎年金等の受給者の方を支援するために実施されるものです。
　給付対象予定者の方には、８月２６日に申請書等を発送しました。対象であるのに、
届いていない場合は、窓口までご連絡ください。

【連絡先・窓口】
いきいきふれあいセンター（役場保健福祉課）
臨時福祉給付金係　279-7100

○申請期間　平成２８年９月１日（木）～
　　　　　　　　平成２８年１２月１日（木）

　昨年度導入した食味分析器を、今年も役場玄関に設置しました。この機械では、白米、乾玄米、生玄
米、生籾を検査することができます。農家のみなさん、是非ご活用ください。
　検査では、「アミロース」「タンパク質」「水分」の３つの成分を測定し、食味方程式により食味値を
出すことができます（食味分析は、白米、乾玄米のみです）。食味を向上させて、７０～８０％の人が
美味しいと認める、７０点以上の良質米づくりを目標にしましょう。

○設置期間：１０月３１日まで　午前８時３０分～午後５時
○使用料金：
１．住民の方、もしくは村内農地で自身がつくった米をお持ちの方　１測定当たり　２００円
２．それ以外の方の場合　１測定当たり　１，０００円
　※同じ米で３回セットの測定を１測定とする。
○利用上の注意とお願い：
１．設備を利用される前に産業観光課で受付を行ってください。
２．測定にあたっては、概ね３０～１００グラム程度の米が必要です。
３．村内の米の食味状況を調査するために、検査結果の統計調査にご協力ください（協力は任意です）。
○問合せ先：産業観光課　279-2111
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習慣になっていることを変えるのは、誰にとっても難しいことです。できることを少しずつ取り入れていき
ましょう。

　最近になって、食塩の取り過ぎは高血圧の原因になるだけではなく、他にも悪い影響があることがわかっ
てきました。心臓や脳などにダメージを与えてしまうのです。 
　原因は、アルドステロンと呼ばれる副腎から分泌されるホルモンです。 アルドステロンは、食塩が体の
中に多くあると、直接的に心臓、脳、腎臓、血管などを攻撃し、脳卒中や心筋梗塞などを起こしやすくしま
す。また、アルドステロンは腎臓の尿細管からナトリウムを再吸収し、血液に戻す働きがあるため、血液量
を増やし血圧を上げます。

一日の食塩摂取量について
★健康な成人の場合の一日の食塩摂取量：
　　男性　：　8.0g 未満　　女性　：　7.0g 未満 
　（2015 年 4月からの厚生労働省推奨食塩摂取量の目標量）
★高血圧の治療を要する人：
　　6g 以下 　（高血圧治療ガイドライン 2014 年版より）
　食事摂取量を 1g/ 日減らすと、血圧は 1mmHg 下がると言われています。まずは、1g 減らすことからス
タートしましょう。

　食塩の取り過ぎは高血圧の原因となるだけでなく、心臓、脳、腎臓、血管などを攻撃し、脳卒中や心筋梗
塞などを起こしやすくします。

1．醤油やソースはかけないでつける！
2．お酢やレモンで酸味をきかせる
3．みそ汁は具たくさんに
4．練り物などは少なめに

5．漬け物はひかえる
6．そば、うどん、ラーメンは、麺だけを楽しむ！
7．新鮮な食材を使う
8．外食を減らす

　診療所では塩分摂取量が気になる方へ、推定塩分摂取量測定を実施しています。
○検  査  料：200 円
○検査方法：尿検査
診察は不要で、検査結果は郵送いたします。
お気軽にお問い合わせください。（電話 279-2220）
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　毎月第２火曜日が定休日です。
　定休日は９月１３日（火）です。

　村民の皆さん、こんにちは！地域おこし協力隊の三宅です。
今回も前回に引き続き、借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約についてお伝えします。
　まずこの契約形態の特徴は、次の３点に集約できます。
 (1) 入居するときや入居後の修繕・改修費用は借主が負担する（主要な構造部分の修繕は貸主負担）。
 (2) 改修部分については、退去する際に元に戻さなくていい（原状回復義務の免除）。
 (3) 家賃水準が一般の賃貸に比べて低い。
　尚、この借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約には、入居時に建具や設備などに不具合がなく、借主がそのま
ま借りる「現状有姿型」と、不具合がある状態で借りて修繕する場合の費用を借主が負担する「一部要
修繕型」に分けられます。どちらのタイプも基本的な仕組みは変わりませんが、一部要修繕型は現状有
姿型よりもさらに家賃が低くなることが想定されています。　
　また、この契約形態は貸主・借主の双方にメリットがあります。
　＜貸主のメリット＞
・修繕費用を負担せず、現状のまま家を貸すことができる。
・借り主が修繕費用を負担するので、長期間住んでくれる可能性が高い。
・貸出時よりも設備などの価値が上がれば、家賃が維持されやすい。
　＜借主のメリット＞

空き家に関するご相談は
西粟倉村役場総務企画課へ
TEL：0868-79-2111

貸したい
借りたい

・持ち家のように自分の好みで模様替えができる。
・自己負担で修繕するので賃料が安くなる。
・退去する時に原状回復費用を支払わなくて良い。

次回もこの借主負担ＤＩＹ型賃貸借契約についてお伝えします！

●あわくら温泉●あわくら温泉

９月の定休日につきましては、
あわくら旬の里（0868-79-2882）
までお問い合わせください。

毎日夜 9時まで営業しています。

９月の定休日のお知らせ
※詳しくは
旬の里：0868-79-2882
黄金泉：0868-79-2334
　　　　までお問い合わせください。
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　今年も夏のボランティア体験事業を中学生・高校生を対象に行いました。今年は、例年に比べて 7名と
少なかったですが、参加した生徒の皆さんは元気いっぱい活動していました。日々の活動の中で、目標や課
題を自分で考えて実際に行動する姿が見られました。生徒さんの中には、将来の夢のために参加して大きな
経験になったようです。また、受け入れ施設の方々には大変お世話になりました。子供たちが活動しやすい
ように色々と工夫をしてくださりありがとうございました。今後も福祉教育に力を入れていきますのでご協
力よろしくお願いいたします。

　７月２７日（水）にひとり暮らしの方を対象に２
回目の「買い物支援ツアー」を開催しました。
今回は１２名の参加がありました。当日は天気も良
く９時に西粟倉を出発して美作市内のお店に行きま
した。車内では、久しぶりに会う方もおられたよう
で、楽しくおしゃべりを楽しんでおられました。
　事前に買いたいものを書き出してご自分の欲しい
ものを買われていました。昼ごはんも日頃はひとり
で食べることが多いようですが、今日は好きなもの
をみんなで注文して楽しく食事をされていました。
この事業を通してやはり皆さん『外に出て、人と話
をすることがうれしい』『できる限り自分のことは
していきたい。でも、ちょっと困ったら手助けをし
てもらえたらありがたい』という声を聞きました。
　社協では今後も皆さんの要望を聞きながら地域の
支え合いに力を入れていきたいと思います。

　８月２４日（水）に西粟倉村身体障害者福祉協会
主催で「県北車椅子友の会親睦交流ＧＧ大会」が開
催されました。当日は、３５名の参加があり、天候
も暑い中でしたがみなさん元気よくプレーされてい
ました。
　昨年は雨のために中止して 2年ぶりの開催にな
り、久しぶりにお会いできて話にも花が咲いていま
した。プレーでもホールインワンを出された方もお
られました。参加者からは「暑いけどみんなとプレ
ーできて楽しかった」「また来年も元気で会えるの
を楽しみにしている」と言われていました。
　当日は、夏ボラの中学生もお手伝いをしてくれま
した。暑い中での活動お疲れさまでした。

　夏休み恒例となっている「将棋のイベント」を開催しました。８月９日（火）に初心者コース・８月２２日（月）
に対局コースを行いました。初心者コースは、１～３年生の子供たちを対象に「駒の並べ方」「駒の動かし方」
「将棋のルール」など基本的な事を地域の将棋好きな方々に教えていただきました。初めて将棋をする子供
がほとんどで一生懸命説明を聞いて友達同士で勝負をしていました。途中、駒の動かし方がわからなくなっ
たら地域の先生に指導をしてもらって楽しんでいました。

【ぽんぽこ園での様子】

　対局コースでは、参加者の中で将棋ができる子供たちが大人に挑
戦しました。なかなか強い相手で太刀打ちできなくて悔しい思いを
していましたが、「負けて強くなるから頑張れ」「将棋は勝ち負けじ
ゃなくて楽しまんといけんよ」とアドバイスしてもらっていました。
年々子供たちは力をつけてきています。「大人も負けんようにせん
とな」と言われていました。
子供も大人も楽しんで将棋をしていて今後も続けていきたいです。

【げんきっこでの様子】 【車椅子 GG大会の様子】
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